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図書館ボランティア『野いちご』
優良読書グループ表彰

表
彰

　11 月 13 日、鹿児島市で行われた鹿児島県図書
館大会において、図書館ボランティアおはなしサー
クル『野いちご』が令和 6 年度優良読書グループ
として表彰されました。これは、県内の読書推進
運動の進展と図書館活動等、意欲的に実践を継続
している団体の功績を表彰するものです。同サー
クルは、長年にわたり市立図書館主催のおはなし
シアターや読み聞かせ出前講座を行っており、子
どもたちの笑顔のために活動されています。

垂水市スポーツ推進委員会が
全国スポーツ推進委員功労者表彰

表
彰

　11 月 14 日から 15 日までの２日間、宮崎県で
第 65 回全国スポーツ推進委員研究協議会が開催さ
れ、垂水市スポーツ推進委員会が全国スポーツ推
進委員功労者表彰（優良団体表彰）を受賞しました。
この賞は、長年にわたり、スポーツ推進委員とし
て自己の研鑽に励むとともに、その属する地域の
スポーツ振興に功績のあった団体に贈られるもの
です。同委員会は、市民スポーツフェスティバル
等多くのスポーツイベントで活躍されています。

垂水市漁協養殖業者会が
福祉施設にカンパチを贈呈

地
域

　12 月 3 日、垂水市漁協養殖業者会が市内 4 か
所の福祉施設（コスモス苑、華厳園、恵光園、城
山学園）を訪問し、同漁協自慢のブランドカンパ
チ『海の桜勘』を贈呈しました。これは、地元で
育った魚を食べて、よい年末を迎えて欲しいとい
う思いから、同会が毎年行っているものです。当
日は、施設利用者の皆さんが笑顔で魚を受け取り
ました。おいしいカンパチを食べて、今年一年も
元気にお過ごしください。

鹿児島県スポーツチャンバラ
協会選手が世界大会で活躍

活
躍

　12 月 15 日、東京都で行われたスポーツチャン
バラ第 48 回世界選手権大会で、鹿児島県スポー
ツチャンバラ協会選手４人が輝かしい成績を収め
ました。優勝した川﨑琉

る く

孔さんは「外国選手との
決勝で勝って嬉しかったです」と話しました。

地元を愛する子どもを育てる
たるみず自然探検隊【冬】開催

学
習

　12 月 14 日から 15 日までの２日間、森の駅た
るみずで、たるみず自然探検隊【冬】が開催され
ました。これは、垂水の自然に触れ、ふるさと垂
水を愛し、誇りにする子どもを育てる目的で本市
が主催したものです。当日は、市内の小学１年生
から５年生までの 19 人が参加し、１日目は自然散
策やツリーランタン、猿面づくりを行い、２日目は
ケーキ作りを行ったほか、自分たちで振付を考えた
ダンスを、猿面を被って楽しく発表しました。

【大会成績】（敬称略）　◎長剣フリー１級の部 優勝／川﨑 琉
る く

孔
（鹿児島情報高１年）　◎長剣両手２段以上の部 準優勝／鳥原 
一
い つ き

希（鹿屋工業高３年）　◎楯長剣１～２級の部 ３位／鳥原 
一
い っ せ い

成（樟南高１年）　◎基本動作の部 ３位／井川 繁
し げ き

樹（一般）

活
躍

【団員大募集！体験練習受付中！】ご興味のある方は以下まで
団員・体験練習の受付：岩元さん 　☎ 090-9591-0791

花岡・垂水水協ソフトボール
少年団が大会で活躍

　10 月２日、花岡・垂水水協ソフトボール少年団
が、鹿屋市で行われた寿北杯ソフトボール大会と、
11 月 24 日に同市で行われた Legare 杯で準優勝
に輝きました。敢闘賞にも選ばれた同少年団の岩
元壱

い っ さ

実さん（協和小６年）は「賞をいただいて嬉
しく思います。残りわずかの試合、チームに貢献
できるようにプレーしたいです」と話しました。

肝属ブロック高齢者クラブ女性
委員会・若手委員会合同研修会

地
域

　11 月 19 日、垂水市市民館で、令和６年度肝属
ブロック高齢者クラブ連合会の女性委員会・若手委
員会合同研修会が開催されました。これは、女性会
員の積極的な活動への参画を促すことを目的に同連
合会が開催したものです。当日は、本市と肝付町の
活動事例発表が行われ、本市からは協和サンサンク
ラブの井之上保

や す こ

子さんが、公民館を活用した活動を
発表しました。そのほか、鹿俣体育研究所による体
操や、御所のお庭保存会の舞踊等が披露されました。

極真会館若獅子会垂水川南道場の
後迫秀志さんが大会で活躍

活
躍

　11 月 24 日、鹿児島市で行われた第 11 回オー
プントーナメント鹿児島県空手道選手権大会で、
極真会館若獅子会垂水川南道場の後迫秀

ひ で し

志さんが、
壮年部軽量級の部で準優勝に輝きました。後迫さ
んは「格上の選手との戦いが続きましたが、最後ま
で諦めない！負けない！と強く思いを込めて戦い、
結果を残せました。同じ道場生に希望を持たせ、引っ
張っていける存在になれるようこれからも精進しま
す」と話しました。今後のご活躍を期待します。
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